
（別記） 

令和７年度大潟村地域農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

 当地域は作付面積及び農業産出額の９割以上を占める稲作依存経営から田畑複合経営へ

の脱却を目指し、水田が持つ収益力の向上を図る。 

土地利用型畑作物の主力である大豆・麦類をはじめとして、高収益作物では南瓜・タマネ

ギ・メロン・ニンニクを地域振興作物と位置付け、それぞれの作物が持つ強みを活かし多

様な水田の利活用を図る農業の展開を目指している。 

取りわけ、現在東北圏内において産地形成が図られていないタマネギの大規模産地化を

目指し地域全体で作付の拡大を推進しているところである。 

 一戸あたり 15haで始まった当地域の農業は、集約化が進み現在では１戸あたり 20haと

いう規模になっている。しかし、他地域では当地域以上に規模拡大が進行しており、当時

の大規模経営や、それに伴う高度機械化等による規模的及び技術的な優位性はもはや失わ

れつつある。 

今後の当地域における営農の持続可能性を維持する為には、規模に頼った経営だけでは

維持・発展が困難であるほか、高い水稲作付比率による、米価変動の影響を大きく受ける

生産構造からの脱却を目指す事が重要であり、畑作物の振興がこれまで以上に重要なもの

と捉えている。 

 しかしながら、畑作物については、干拓地特有の重粘土質土壌であるため、肥沃である

一方、排水不良による湿害を受けやすく、収量・品質の低下への対策が必要である。 

また、当地域の農業用用排水施設は、完成から 50年以上を経過した施設が多数あり、

老朽化が著しいことから国営事業にて令和３年～令和 24年までの計画で改修事業が行わ

れている。 

 以上のような前提に立ち、当地域では多様な農業生産を展開するとともに、村が策定し

た大潟村農業チャレンジプラン等に即し、持続可能な農業経営を実施できるよう、強くし

なやかでたくましい大潟村農業の創出と農家所得の向上に関する施策を総合的かつ計画的

に進めていく。 

 

２ 高収益作物の導入や転換作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

 前述のように、当地域は作付面積の９割以上を稲作が占める水田地帯である。 

農業者所得の向上を図るため、田畑複合経営への転換を推進するとともに、高収益作物

としてこれまで取り組んできた南瓜・タマネギ・メロン・ニンニクについては大潟村産地

としてのブランド化を図るための取組を進めてきた。中でもタマネギについては、東北圏

内において産地形成が図られていないことや、他産地の端境期にあたることなどから、タ

マネギの大規模産地化を目指し、地域全体で作付の拡大を推進しているところである。こ

れら畑作物の収量・品質の向上のためには、干拓地特有の重粘土質土壌による排水不良を

解消するための排水対策が引き続き必要であると考える。 

また、当地域では、国内の米消費量減少や食生活の多様化が進むなかで、コメ及びコメ

加工品について国内販売だけでなく海外での需要を模索していくため、平成 28年に「大

潟村農産物・加工品輸出促進協議会」が設立され、輸出に取り組んでいる。 

令和２年度には、国が選定した輸出重点 27品目のうち、コメ、パックご飯及び米粉・

米粉製品の産地として当地域が指定されたこともあり、輸出拡大に力を入れており、増加

傾向にある。 

 



３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

当地域管内の水田は、従来より一筆の標準面積がおよそ 1.25haと大きく、農道も整備

されているほか、近年では農業者の自力施工も活用した暗渠排水、畦畔除去による区画拡

大や作業効率化など、耕作条件の改善が進んでいる。 

 また、規模拡大意欲の強い農業者が多く存在する中、一方で後継者を確保できず、農地

を手放す農業者も年々増えていることから、管内の水田では徐々に集約化が進んでいる。

しかしながら、管内の水田は限られているため規模拡大の希望は必ずしも叶うわけではな

く、他地域への出作により規模拡大を図る農業者も存在する。 

畑作と水稲の田畑輪換による無肥料栽培など、水稲生産コストの低減も期待されること

から、当地域においては畑地化を伴わない水田の有効利用を原則とするが、水稲作に活用

される見込みがない水田が存在しないかなど、農業委員会や土地改良区等と全農地の現地

確認を定期的に行うなど取組を徹底しており、耕作放棄地は無い。今後も農地パトロール

を徹底して継続していく。 

 

４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 

当地域においては、系統出荷だけではなく、生産者団体又は生産者が個々に販 

売ルートを確立してきた経緯がある。そういった需給に応じた米づくりを推進し、

消費者が求めるニーズに即した生産を図る。 

また、令和５年にオーガニックビレッジ宣言をし、環境に配慮した環境創造型農

業を展開している。特別栽培米や有機米など、付加価値の高い米生産を引き続き推

進する。 

 

（２）備蓄米 

村内農業者は規模拡大傾向にある一方、主食用米の需要は減少傾向にあり、その

中で非主食用米の需要は高まっていくことが想定される。加工用米等が転作作物の

中心ではあるが、備蓄米については主食用米と同じ品種で取り組めることもあり、

取り組みやすい環境を整えていく。 

※備蓄米については、令和７年産米の備蓄米に関する政府買入の動向を踏まえ、主

食用米及び非主食用米等へ変更する場合がある。 

 

（３）非主食用米 

  ア 飼料用米 

これまで、地域内での取組が少なく、他の非主食用米と比べると需要の見通し  

が不透明な部分もあるが、米の多様な利活用を推進する上で、転作作物の選択肢の

一つであると捉える。今後需要動向を勘案しながら、県推進枠を活用するなどし、

複数年契約や多収品種での生産の推進と、適切な施肥管理による単収の向上やコス

ト削減の取組により価格への対応を図り、徐々に生産面積を増やしていく。 

 

  イ 米粉用米 

米の多様な利活用を推進する上で、転作作物の選択肢の一つとして捉え、複数年

契約や多収品種での取組を推進し安定生産を図る。 

また、現在、地域内の米粉の加工・販売事業者と連携し、グルテンフリーという

特徴を活かした輸出の促進に取り組んでいるところである。国内においても健康食

品や学校給食等を中心に更なる販路拡大を図り、生産拡大を目指す。 

 



 

 

  ウ 新市場開拓用米 

近年、新市場への主食用米の供給については、増加傾向にある。今後も、複数年

契約を推進するなど取り組みやすい環境を整えていく。 

 

  エ WCS用稲 

現状、地域内において生産の見込みはない。 

 

  オ 加工用米 

主食用米の需要減少が見込まれる中、きり餅や米菓として消費される加工用米

を転作作物の中心に位置づけ、大規模生産地としての安定供給というメリット

と、肥効調節型肥料の活用による収量の増加を図るほか、徹底した品質管理によ

り、もち米を中心に取組み、確実な需要の確保と拡大、安定供給を目指す。 

 

（４）小麦、大豆、飼料作物 

小麦、大豆については、産地交付金を活用し、田畑輪換による地力維持（水稲の

低コスト化にも繋がる）、土地の高度利用などの面から生産振興を図る。 

大豆については、排水対策としてこれまで取り組んできた暗渠施工等に対して支

援することで今後も継続して安定生産を推進するとともに、農家個々が一定面積以

上で取り組むことにより生産コスト、労働力低減を図り、小麦（二毛作）の取組と

併せて地域全体で大豆の生産面積を維持する。 

小麦については、ニーズのあるパン・中華麺用品種への転換が広まっていること

から、作付面積の拡大と併せて水田フル活用として大豆との二毛作を推進する。 

 飼料作物については、水田での取組予定は現状無い。 

 

（５）そば、なたね 

取組なし 

 

（６）地力増進作物 

 取組なし 

 

（７）高収益作物 

南瓜、タマネギ、メロン、ニンニクを収益性の高い地域振興作物として位置づ

け、作付面積の拡大を図るため、県・村の補助事業と併せて産地交付金を活用し、

若い農業者を中心に取組の普及を図っていくとともに、ブランド化に向けた取組み

を行い、大潟村産品目のブランド価値を高めることで農業者の所得向上を目指して

いく。 

なお、タマネギについては、国事業も活用し東北一の大規模産地化形成に向けた

取組を進めており、当地域における高収益作物栽培の核となるよう推進していく。 

また、当地域においては特にチューリップが東北有数の生産地となっており、市

場の評価も非常に高いなど、花きの生産が盛んであるが、夏から秋に向けて収穫・

出荷が可能な花き（葉ボタン、トルコギキョウ、ひまわり、ユリ等）については圃

場でも生産が可能であることから、産地交付金を活用しながら圃場での作付面積を

維持し、花きの生産についても振興していく。 

 

 

 



 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 
 

 

 ※ 農業再生協議会の構成員一覧（会員名簿）を添付。 



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

5,415 0 5,700 0 4,500 0

17 0 17 0 80 0

2 0 2 0 70 0

11 0 11 0 25 0

35 0 40 0 80 0

0 0 0 0 0 0

3,089 0 2,800 0 4,000 0

153 151 159 157 250 240

336 0 339 0 400 10

0 0 0 0 0 0

・子実用とうもろこし 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

54 1 52 1 114 10

・野菜 53 1 51 1 110 10

　　南瓜 22 0 22 0 50 0

　　タマネギ 29 1 27 1 55 10

　　メロン 1 0 1 0 2 0

　　ニンニク 1 0 1 0 3 0

・花き（ユリ、ひまわり、ト
ルコギキョウ、キク、葉
ボタン、ストック、チュー
リップ、アスター）

1 0 1 0 4 0

・果樹 0 0 0 0 0 0

・その他の高収益作物 0 0 0 0 0 0

1 1 1 1 3 3

・小豆 1 1 1 1 3 3

14 0 0 0 0 0

9,127 153 9,121 159 9,522 263

その他

畑地化

大豆

飼料作物

そば

なたね

地力増進作物

高収益作物

麦

作物等

前年度作付面積等
当年度の

作付予定面積等
令和８年度の
作付目標面積等

主食用米

備蓄米

飼料用米

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

（令和６年度） （令和８年度）

作付面積
(交付対象面積)

(基幹作)
(二毛作)

10aあたり平均単収

336 ha
（330 ha）
(330 ha)
(  0 ha)
190kg/10a

400 ha
（390 ha）
(390 ha)
( 10 ha)
210kg/10a

（令和６年度） （令和８年度）

作付面積
(交付対象面積)

畑作面積全体に占める
小麦二毛作の割合

153 ha
(150 ha)

37 %

250 ha
(240 ha)

45 %

（令和６年度） （令和８年度）

作付面積
（交付対象面積）

（基幹作）
（二毛作）

 54 ha
( 48 ha)
( 47 ha)
(  1 ha)

110 ha
（110 ha）
(100 ha)
( 10 ha)

（令和６年度） （令和８年度）

作付面積
(交付対象面積)

地域振興作物（野菜）
の大潟村での作付面積

（基幹作）
（二毛作）

 40 ha
( 33 ha)

( 32 ha)
(  1 ha)

95 ha
（ 90 ha）

( 85 ha)
( 10 ha)

（令和６年度） （令和８年度）

作付面積
(交付対象面積)

  1 ha
(  1 ha)

 4 ha
( 4 ha)

（令和６年度） （令和８年度）

作付面積
(交付対象面積)

10aあたり平均単収

  2 ha
(  1 ha)
491kg/10a

 10 ha
(  8 ha)
480kg/10a

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

6 麦　（基幹作物）
麦の排水対策による収

量確保への助成

4
南瓜、タマネギ、メロン、
ニンニク　（基幹作物）

（二毛作）

地域振興作物ブランド
化加算助成（野菜）

5

花き（ユリ、ひまわり、ト
ルコギキョウ、キク、葉ボ
タン、ストック、チュー

リップ、アスター）　（基
幹作物）

地域振興作物助成（花
き）

2 麦　（二毛作） 二毛作助成

3
南瓜、タマネギ、メロン、
ニンニク　（基幹作物）

（二毛作）

地域振興作物助成（野
菜）

整理
番号

対象作物 使途名 目標

1
大豆　（基幹作物）

（二毛作）
大豆の排水対策による

収量確保への助成



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：秋田県

協議会名：大潟村地域農業再生協議会

1 大豆の排水対策による収量確保への助成 1 22,000 大豆（基幹作物）（二毛作） 1.8ha以上の作付け、排水対策　等

1 大豆の排水対策による収量確保への助成 2 22,000 大豆（基幹作物）（二毛作） 1.8ha以上の作付け、排水対策　等

2 二毛作助成 2 16,000 麦（二毛作） 大豆等との組み合わせによる二毛作

3 地域振興作物助成（野菜） 1 13,000
南瓜、タマネギ、メロン、ニンニク

（基幹作物）（二毛作） 実需者と出荷販売を締結し、収穫・販売

3 地域振興作物助成（野菜） 2 13,000
南瓜、タマネギ、メロン、ニンニク

（基幹作物）（二毛作） 実需者と出荷販売を締結し、収穫・販売

4 地域振興作物ブランド化加算助成（野菜） 1 37,000
南瓜、タマネギ、メロン、ニンニク

（基幹作物）（二毛作） 大潟村内圃場への作付け

4 地域振興作物ブランド化加算助成（野菜） 2 37,000
南瓜、タマネギ、メロン、ニンニク

（基幹作物）（二毛作） 大潟村内圃場への作付け

5 地域振興作物助成（花き） 1 39,000
花き（ユリ、ひまわり、トルコギキョウ、キク、葉ボタン、ストッ

ク、チューリップ、アスター）（基幹作物） 実需者と出荷販売を締結し、収穫・販売

6 麦の排水対策による収量確保への助成 1 16,000 麦（基幹作物） 実需者と出荷販売を締結し、収穫・販売

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してくだ
さい。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。



１．地域農業再生協議会名

２．活用予定額の総括表

（単位：円）

当初配分
(A)

追加配分
(B)

117,665,000 117,665,000 0 117,662,800

（注）追加配分が未定の段階にあっては、該当箇所を空欄により作成することとします。

大潟村地域農業再生協議会

８　産地交付金の活用方法の明細

大潟村地域農業再生協議会

協議会等名

配分枠（A+B）

活用予定額



３．活用方法

配分枠

117,665,000円

麦 大豆
飼料
作物

米粉
用米

飼料
用米

WCS
用稲

加工
用米

新市場
開拓用
米

そば なたね 地力増
進作物

野菜
花き・
花木

果樹
その他
の高収
益作物

その他

1
大豆の排水対策による

収量確保への助成
1 22,000 20,000 20,000 44,000,000 なし

1
大豆の排水対策による

収量確保への助成
2 22,000 1,300 1,300 2,860,000 なし

2 二毛作助成 2 16,000 16,000 16,000 25,600,000 なし

3 地域振興作物助成（野菜） 1 13,000 8,100 8,100 10,530,000 なし

3 地域振興作物助成（野菜） 2 13,000 600 600 780,000 なし

4
地域振興作物ブランド化

加算助成（野菜）
1 37,000 8,100 8,100 29,970,000 なし

4
地域振興作物ブランド化

加算助成（野菜）
2 37,000 600 600 2,220,000 なし

5 地域振興作物助成（花き） 1 39,000 252 252 982,800 なし

6
麦の排水対策による
収量確保への助成

1 16,000 450 450 720,000 なし

実面積 450 20,000 8,100 252 28,802 ※６

実面積 16,000 1,300 600 17,900 117,662,800合計（二毛作）※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価①
（円/10a）

（参考）
支援年限

※７

戦略作物 高収益作物

合計
②
※５

合計（基幹）※４

面　積　（ａ単位）※３

所要額
①×②
（円）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してください。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　「面積」は、当初配分により支援を行う使途について記入し、追加配分により支援を行う使途については、追加配分額が未定の段階にあっては空欄としてください。
※４　「合計（基幹）の実面積」は、基幹作を対象とした設定の実面積を記入し、「合計（二毛作）の実面積」は、二毛作を対象とした設定の実面積を記入してください。
　　　また、「合計②」欄は、基幹作、二毛作それぞれの実面積の合計を記入してください。
※５　②の合計は、各使途の合計面積を記入してください。
※６　所要額欄の二重枠には、所要額の合計を記入してください。
※７　支援年限を記入してください。（支援期間の最終年度を「令和○年度」と記入し、ない場合は「なし」と記入してください。）
（注）使途ごとに「産地交付金の活用方法の明細（個票）」を添付してください。



４．追加配分等を受けた場合の調整方法

５．所要額が配分枠を超過した場合の調整方法

６．高収益作物について

注１ 産地交付金で支援する作物のうち、高収益作物に該当する作物名（野菜、花き・花木、果樹除く）を記載してください。
注２ 収益性のわかるデータを添付してください。

下記の方法により、 整理番号1～6を調整する。

・整理番号１から６までについては、①→③の順に調整する。
　　① 各取組ごとに上乗せ後の上限単価を以下のとおりに定める。
　　　　　整理番号１：29,000円/10a　　　整理番号２：21,000円/10a
　　　　　整理番号３：16,000円/10a　　　整理番号４：49,000円/10a
　　　　　 整理番号５：50,000円/10a　　　整理番号６：21,000円/10a
　　② 単価調整係数を以下のとおり計算する。
　　　　　単価調整係数（小数点第４位以下切捨）
　　　　　＝１回目の配分額の合計と２回目の配分額の合計
　　　　　　　 ÷ 各取組の上限単価を用いて計算した所要額の合計
　　③ ②で計算した単価調整係数を各取組の上限単価に乗じて、単価を決定する。
　　　　　ただし、単価調整係数が１以上の場合には、①で示した上限単価を交付単価とする。
　　　　  単価調整は、原則として1,000円/10a単位で行い、調整後単価についても、原則として1,000円/10a単位とする。
　　　　　調整後の単価＝単価調整係数×調整前の上限単価。

下記の方法により、 整理番号1～6を調整する。

・整理番号１から６までについては、①→②の手順で調整する。
　　　① 単価調整係数を以下のとおり計算する。
　　　　　　単価調整係数（小数点第４位以下切捨）
　　　＝１回目の配分額と２回目の配分額の合計÷各取組の上限単価を用いて計算した所要額の合計
　
　　　② ①で計算した単価調整係数を各取組の上限単価に乗じて、単価を決定する。
          単価調整は、原則として1,000円/10a単位で行い、調整後単価についても、原則として1,000円/10a単位とする。
　　　　　なお、各取組ごとに上乗せ後の上限単価を以下のとおりに定める。
　　　　　整理番号１：29,000円/10a　　　整理番号２：21,000円/10a
　　　　　整理番号３：16,000円/10a　　　整理番号４：49,000円/10a
　　　　　 整理番号５：50,000円/10a　　　整理番号６：21,000円/10a

該当無し



協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

大豆の排水対策による収量確保への助成

産地交付金の活用方法の明細（個票）

大潟村地域農業再生協議会 整理番号 1 Ｈ２７(継続)

大豆　（基幹作物）（二毛作）

22,000円/10a（2回目の配分時の上限単価：29,000円/10a）

　土地利用型農業の収益性向上を図るためには、一定のまとまりある面積で大豆を生産する
ことで、生産コストを低減し、生産性の向上を図る必要がある。水田において大豆を一定面
積以上作付けし、減収の一番の要因である湿害を回避するため、暗渠や明渠等の排水対策の
実施を推進し、実施した作付面積に応じて助成する。
　令和６年度の作付面積は目標350haに対して336haと、84%の達成率となった。
　天候不順等による減収が続いている中、米価高騰による主食用米への回帰が懸念される。
　なお、基準となる面積については、令和６年度においては1.7ha以上としていたが、さら
に生産性を向上させることを目的として、約１割上乗せして1.8ha以上とする。
　 また、用排水路の大規模改修を控えているなか、水利施設の負担軽減のため畑作物での
輪作による水田フル活用を推進していく必要があるため、二毛作についても助成を行う。

目　　標

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

作付面積
(交付対象面積)

(基幹作)
(二毛作)

10aあたり平均単収
実績

327ha
（317ha）
（317ha）
（ － ha）
150kg/10a

336ha
（330ha）
（330ha）
（ － ha）
190kg/10a

- -

目標

327ha
（317ha）
（317ha）
（ － ha）
150kg/10a

350ha
（317ha）
（317ha）
（  3ha）
180kg/10a

375ha
（370ha）
（370ha）
（  5ha）
190kg/10a

400ha
（390ha）
（390ha）
（ 10ha）
210kg/10a

・本年産の取組状況を踏まえて、取組要件を検討する。
・秋田県推進枠「大豆の作付拡大助成」並びに「畑作物産地形成促進事業」についても重複
して活用する。
　なお、各農業者は畑作物産地形成促進事業に取組むにあたり、それぞれ低コスト生産等生
産性向上のための取組みを選択して実施することとなり、追加的コストの発生が考えられる
ことから、畑作物産地形成促進事業に伴う交付単価の調整等は行わない。
・支援年限は設定していない。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

　※　令和７年度から新規に設定した目標については、令和５～６年度の目標の記載は不要です。

1.８ha以上の作付けと、暗渠・明渠等の排水対策、かつ種子更新又は有機栽培を実施した面積に
助成する。

具体的要件

１　助成対象者
　実需者等に出荷・販売することを目的として対象作物の生産に取り組む農業者とする。
２　取組要件
　①実需者と出荷・販売契約を締結し、収穫、販売を行うこと。
　②1.8ha以上作付すること。
　③種子更新もしくは有機栽培を行うこと。
　④暗渠・明渠等の排水対策を行うこと。

取組の
確認方法

１　助成対象者
　交付申請書及び営農計画書、出荷契約書、販売伝票、作業日誌等で対象者を確認する。

２　取組要件
　①出荷・販売契約書、出荷・販売伝票及び現地確認により確認する。
　②現地確認、営農計画書及びほ場位置図により確認する。
　③納品・購入伝票等もしくはJAS有機認証に係る認定証や作業記録等により確認する。
　④現地確認による。

成果等の
確認方法

○　令和８年１月末までに、以下の方法で確認する。
・大豆作付面積について、交付対象面積を集計する。
・単収について、検査実績数量を㈱大潟村ｶﾝﾄﾘｰｴﾚﾍﾞｰﾀｰ公社等へ照会の上、算出して確認す
る。



協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

二毛作助成

産地交付金の活用方法の明細（個票）

大潟村地域農業再生協議会 整理番号 2 Ｈ２８(継続)

麦　（二毛作）

16,000円/10a（2回目の配分時の上限単価：21,000円/10a）

土地利用型農業の収益性向上を図るためには、戦略作物と畑作物との組み合わせによる二毛
作により、農地の高度利用の推進を図る必要がある。令和６年度実績では、小麦二毛作の割
合目標である4割5分を達成したものの、作付面積は153haと、令和８年度に設定している
250haまでには届いていない。
　令和５年度に活用した麦・大豆生産技術向上事業等の後押しも受け、作付面積並びに二毛
作割合ともに増加傾向にあり、国産小麦に対する需要が堅調に伸びることが予想されるもの
の、小麦単価の上昇は見込めず、米価高騰による主食用米への回帰が懸念される。
　村内小麦生産部会で「銀河のチカラ」の生産に力を入れていることや、新たな品種「夏黄
金」の導入検討、村振興野菜であるタマネギへの輪換作物として新たに畑作物への転換に取
り組む期待が寄せられていることなどから、農業経営における作物分散のリスクヘッジを営
農指導などを通して周知し、令和７年度以降においても引続き支援を行っていく。

目　　標

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

作付面積
(交付対象面積)
(交付対象面積)
畑作面積全体に占
める小麦二毛作の

割合 実績
147ha

（137ha）
33%

153ha
（150ha）

37%
- -

目標
147ha

（137ha）
33%

170ha
（160ha）

37%

210ha
（200ha）

41%

250ha
（240ha）

45%

・７年産の取組状況を踏まえて、取組要件を検討する。
・支援年限は設定していない。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

　※　令和７年度から新規に設定した目標については、令和５～６年度の目標の記載は不要です。

小麦と大豆、そば、小豆との組み合わせによる二毛作へ助成する。

具体的要件

１　助成対象者
　実需者等に出荷・販売することを目的として対象作物の生産に取り組む農業者とする。
２　取組要件
　①実需者と出荷・販売契約を締結し、収穫、販売を行うこと。
　②小麦の収穫後に大豆、そば、小豆の基幹作物を作付けすること。

取組の
確認方法

１　助成対象者
　交付申請書及び営農計画書、出荷契約書、販売伝票、作業日誌等で対象者を確認する。
２　取組要件
　①出荷・販売契約書、出荷・販売伝票及び現地確認により確認する。
　②出荷・販売契約書、出荷・販売伝票及び現地確認により確認する。

成果等の
確認方法

○　令和８年１月末までに、以下の方法で確認する。
・二毛作による作付面積について、交付対象面積を集計する。



大潟村水田フル活用ビジョン
個票３　地域振興作物助成と　個票４　地域振興作物ブランド化加算助成　上限単価設定理由

個票３の地域振興作物助成の単価について、村内の水田へ作付した場合に、単価の上乗せを行うこととしており
ます。
個票３は、13,000円/10a（２回目の配分時の上限単価16,000円/10a）
個票４は、37,000円/10a（２回目の配分時の上限単価49,000円/10a）

単価の根拠を以下に示します。

①　村内・村外共通の基本的単価について
　JA大潟村の営農資料を参考にして推奨している肥料や薬剤等に係る単価（機械・資材は除く）は、
　・かぼちゃ・・・・18,890円/10a
　・メロン・・・・・60,512円/10a
　・たまねぎ・・・・33,035円/10a
　であり、かぼちゃの約85%の16,000円/10aとしております。

②　村内作付の加算分について
大潟村では、課題にあるとおり村内の水田に畑作物を作付けする場合、排水対策等が必須であるため、モミガ

ラ補完暗渠による単価を以下のとおり算出しました。（村からの補助金額は除く）
・モミガラ補完暗渠・・・・55,971円/10a (691円/m×90ｍ×9本）
※１haの圃場に10ｍ間隔で9本施工
以上から、加算分を約90%の49,000円/10aとしたものであります。



協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

地域振興作物助成（野菜）

産地交付金の活用方法の明細（個票）

大潟村地域農業再生協議会 整理番号 3 Ｈ２９(継続)

南瓜、タマネギ、メロン、ニンニク　（基幹作物）（二毛作）

13,000円/10a（2回目の配分時の上限単価：16,000円/10a）

　大潟村地域では、水稲単作の農家が全体の約75％を占め、作付は主食用米及び加工用米
に偏重しており、米価下落や天候といった農業経営におけるリスク分散を考えると水稲単
作体系からの脱却が課題となっている。
　栽培面積は令和６年度実績で約54haであり、令和８年度目標の110haに対して５割にも達
していない状況である。タマネギにおいては、JAの集出荷貯蔵施設の受入能力の限界もあ
り、生産拡大を推進しつつも、担い手不足だけではない課題がある。
　引き続き秋田県立大学の協力を得ながら、畑作振興に係る調査を行い、学術的な観点か
ら大潟村における畑作生産の技術等について生産者へ普及に努め、大潟村で振興作物に指
定しているタマネギ、カボチャ、メロン、ニンニクについて、引き続き作付面積の拡大を
図る。
　また、令和４年～令和24年の工期で国営の用排水路の大規模改修が施工中である、水利
施設の負担軽減のため畑作物での輪作による水田フル活用を推進していく必要があるた
め、二毛作についても引き続き助成を行う。

目　　標

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

作付面積
（交付対象面積）

（基幹作）
（二毛作）

実績

65ha
（64ha）
（60ha）
（4ha）

54ha
（48ha）
（47ha）
（1ha）

- -

目標

65ha
（64ha）
（60ha）
（4ha）

80ha
（74ha）
（74ha）
（6ha）

95ha
（87ha）
（87ha）
（8ha）

110ha
（110ha）
（100ha）
（10ha）

・７年産の取組状況を踏まえて、取組要件を検討する。
・整理番号４「地域振興作物ブランド化加算助成（野菜）」と重複して助成する。
・畑作物産地形成促進事業についても重複して活用する。
　なお、各農業者は畑作物産地形成促進事業に取組むにあたり、それぞれ低コスト生産等
生産性向上のための取組みを選択して実施することとなり、追加的コストの発生が考えら
れることから、畑作物産地形成促進事業に伴う交付単価の調整等は行わない。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

　※　令和７年度から新規に設定した目標については、令和５～６年度の目標の記載は不要です。

　基幹作については南瓜、タマネギ、メロン、ニンニクの生産を行い、出荷・販売を行う取組を支援す
る。
　二毛作については、大豆等とタマネギとの組み合わせによるタマネギ二毛作へ助成する。

具体的要件

１　助成対象者
　実需者等に出荷・販売することを目的として対象作物の生産に取り組む農業者とする。
２　取組要件
　実需者と出荷・販売契約を締結し、収穫、販売を行うこと。

取組の
確認方法

１　助成対象者
　交付申請書及び営農計画書、出荷契約書、販売伝票、作業日誌等で対象者を確認する。
２　取組要件
　 出荷・販売契約書、出荷・販売伝票及び現地確認により確認する。

成果等の
確認方法

○　令和８年１月末までに、以下の方法で確認する。
・作付面積について、交付対象面積を集計。



協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

地域振興作物ブランド化加算助成（野菜）

産地交付金の活用方法の明細（個票）

大潟村地域農業再生協議会 整理番号 4 Ｈ２９(継続)

南瓜、タマネギ、メロン、ニンニク　（基幹作物）（二毛作）

37,000円/10a（2回目の配分時の上限単価：49,000円/10a）

　大潟村地域では、水稲単作の農家が全体の約75％を占め、作付は主食用米及び加工用米に
偏重しており、米価下落や天候といった農業経営におけるリスク分散を考えると水稲単作体
系からの脱却が課題となっている。
　栽培面積は令和６年度実績で約51haであり、令和８年度目標の110haに対して５割にも達
していない状況である。タマネギにおいては、JAの集出荷貯蔵施設の受入能力の限界もあ
り、生産拡大を推進しつつも、担い手不足だけではない課題がある。
　引き続き秋田県立大学の協力を得ながら、畑作振興に係る調査を行い、学術的な観点から
大潟村における畑作生産の技術等について生産者へ普及に努め、大潟村で振興作物に指定し
ているタマネギ、カボチャ、メロン、ニンニクについて、引き続き作付面積の拡大を図る。
　加えて、長年栽培されてきたカボチャを始めとして、近年はタマネギが「潟タマネギ」と
してブランド化が図られつつあり、引き続き振興作物のブランド化による生産者の意欲向上
に努める。
　また、令和４年～令和24年の工期で国営の用排水路の大規模改修が施工中である、水利施
設の負担軽減のため畑作物での輪作による水田フル活用を推進していく必要があるため、二
毛作についても引き続き助成を行う。

目　　標

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

作付面積
(交付対象面積)
地域振興作物（野
菜）の大潟村での作

付面積
（基幹作）
（二毛作） 実績

50ha
（46ha）
（46ha）
（4ha）

40ha
（33ha）
（32ha）
（1ha）

- -

目標

50ha
（46ha）
（46ha）
（4ha）

65ha
（60ha）
（59ha）
（6ha）

80ha
（75ha）
（80ha）
（8ha）

95ha
（90ha）
（85ha）
（10ha）

・７年産の取組状況を踏まえて、取組要件を検討する。
・整理番号３「地域振興作物助成（野菜）」についても重複して活用する。
　なお、各農業者は畑作物産地形成促進事業に取組むにあたり、それぞれ低コスト生産等生
産性向上のための取組みを選択して実施することとなり、追加的コストの発生が考えられる
ことから、畑作物産地形成促進事業に伴う交付単価の調整等は行わない。
・支援年限は設定していない。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

　※　令和７年度から新規に設定した目標については、令和５～６年度の目標の記載は不要です。

　大潟村内ほ場において作付けされた、基幹作の南瓜、タマネギ、メロン、ニンニクについて、生産
を行い、出荷・販売を行う取組を支援する。
　大潟村内ほ場において作付けされた、二毛作については、大豆等とタマネギとの組み合わせによ
るタマネギ二毛作へ助成する。

具体的要件

１　助成対象者
　実需者等に出荷・販売することを目的として対象作物の生産に取り組む農業者とする。
２　取組要件
　①実需者と出荷・販売契約を締結し、収穫、販売を行うこと
　②大潟村内ほ場に作付けを行うこと。
　③暗渠・明渠等の排水対策を行うこと。

取組の
確認方法

１　助成対象者
　交付申請書及び営農計画書、出荷契約書、販売伝票、作業日誌等で対象者を確認する。
２　取組要件
　①出荷・販売契約書、出荷・販売伝票及び現地確認により確認する。
　②営農計画書、現地確認により確認する。

成果等の
確認方法

○　令和８年１月末までに、以下の方法で確認する。
・作付面積について、交付対象面積を集計。



協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

地域振興作物助成（花き）

産地交付金の活用方法の明細（個票）

大潟村地域農業再生協議会 整理番号 5 Ｈ３０(継続)

花き（ユリ、ひまわり、トルコギキョウ、キク、葉ボタン、ストック、チューリップ、アスター）　（基幹作
物）

39,000円/10a（2回目の配分時の上限単価：50,000円/10a）

　大潟村地域では、水稲単作の農家が全体の約75％を占め、作付は主食用米及び加工用米
に偏重している。高収益が見込まれる花き（ユリ、ひまわり、トルコギキョウ、キク、葉
ボタン、ストック、チューリップ、アスター）について、これまでも地域振興作物として
設定し取組の推進を図っているが、作付面積は横ばいとなっている。高収益作物生産額の
増加を図るため、現状の約２倍の４haを令和８年度までの地域ビジョンの目標に設定し、
今後一層の作付拡大を進める必要があるが、花き生産は、高い栽培技術を要する品目であ
ることから新規参入が難しい。
　育苗後ハウス等で生産する大潟村産花きは市場等からの引合いが強く、需要の高まりが
見受けられることから、水田における助成の対象とし、目標達成に向けた支援として、村
単独予算での水田以外も含めた花きの生産者団体への支援や産直イベントによるＰＲへの
支援等を行うことで若年世代へ花き生産への意識醸成を図り、新規栽培者を募っていく。

目　　標

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

作付面積
(交付対象面積)

実績
2ha

（2ha）
1ha

（1ha）
- -

目標
2ha

（2ha）
3ha

（3ha）
3ha

（3ha）
4ha

（4ha）

・７年産の取組状況を踏まえて、取組要件を検討する。
・支援年限は設定していない。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

　※　令和７年度から新規に設定した目標については、令和５～６年度の目標の記載は不要です。

　対象作物（花き）の生産を行い、出荷・販売を行う取組を支援する。

具体的要件

１　助成対象者
　実需者等に出荷・販売することを目的として対象作物の生産に取り組む農業者とする。
２　取組要件
  実需者と出荷・販売契約を締結し、収穫、販売を行うこと。

取組の
確認方法

１　助成対象者
　交付申請書及び営農計画書、出荷契約書、販売伝票、作業日誌等で対象者を確認する。
２　取組要件
　 出荷・販売契約書、出荷・販売伝票及び現地確認により確認する。

成果等の
確認方法

○　令和８年１月末までに、以下の方法で確認する。
・作付面積について、交付対象面積を集計。



〇主な栽培資材
資　材　名 10a当たり投下額（円） 使用目的　・　効果

遮光資材 8,000
ハウス内の気温上昇を抑制し、高温障害を回避する。＠４０，０
００円÷５年間＝８，０００円／年間

カルシウム剤他肥料・
農薬

25,000 週に一度程度の使用により、病害虫被害を防止する。

鮮度保持剤 21,000
部会で使用を義務付けているもので、出荷前の水揚げ時に使
用することで細菌の発生を抑制し、日持ちを向上させる。

合計 54,000

大潟村水田フル活用ビジョン
個票５　地域振興作物助成（花き）　上限単価50,000/10a設定理由

　花きについて、品質向上や安定収量確保のため、下記資材等の使用により病害虫対策や高温期の栽培環境整備等の
対策を講じる必要がある。
　このことから、以下の栽培に要する資材費の投下が大きくなり54,000円となるため、上限を50,000円とした。



協議会名

使途名

対象作物

単　　価

課　　題

内　　容

備考

　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

麦の排水対策による収量確保への助成

産地交付金の活用方法の明細（個票）

大潟村地域農業再生協議会 整理番号 6 Ｒ元(継続)

麦　（基幹作物）

16,000円/10a（2回目の配分時の上限単価：21,000円/10a）

　大潟村地域では、水稲単作の農家が全体の約75％を占め、作付は主食用米及び加工用米に
偏重している。令和５年度に活用した麦・大豆生産技術向上事業等の後押しも受け、二毛作
も含めた小麦の作付面積は増加傾向にあり、国産小麦に対する需要が堅調に伸びることが予
想されるものの、小麦単価の上昇は見込めず、米価高騰による主食用米への回帰が懸念され
る。
　村内小麦生産部会で「銀河のチカラ」の生産に力を入れていることや、新たな品種「夏黄
金」の導入検討していることから、地域振興作物やその他の野菜との組み合わせが期待でき
る麦について、農業経営における作物分散のリスクヘッジを営農指導などを通して周知し、
令和7年度以降においても引続き支援を行っていく。

目　　標

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

作付面積
(交付対象面積)

10aあたり平均単収

実績
10ha

（2ha）
434kg/10a

2ha
（1ha）
491kg/10a

- -

目標
10ha

（2ha）
434kg/10a

10ha
（4ha）
460kg/10a

10ha
（5ha）
470kg/10a

10ha
（8ha）
480kg/10a

・７年産の取組状況を踏まえて、取組要件を検討する。
・支援年限は設定していない。

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。

　※　令和７年度から新規に設定した目標については、令和５～６年度の目標の記載は不要です。

小麦と大豆、そば、小豆との組み合わせによる麦基幹作へ助成する。

具体的要件

１　助成対象者
　実需者等に出荷・販売することを目的として対象作物の生産に取り組む農業者とする。
２　取組要件
　①実需者と出荷・販売契約を締結し、収穫、販売を行うこと。
　②1.0ha以上作付すること。
　③暗渠・明渠等の排水対策を行っていること。
　④麦の他に二毛作で大豆・そば・小豆のいずれかを作付・販売していること。

取組の
確認方法

１　助成対象者
　交付申請書及び営農計画書、出荷契約書、販売伝票、作業日誌等で対象者を確認する。
２　取組要件
　①出荷・販売契約書、出荷・販売伝票及び現地確認により確認する。
　②現地確認において確認する。
　③営農計画書・現地確認・販売伝票において確認

成果等の
確認方法

○　令和８年１月末までに、以下の方法で確認する。
・麦作付面積について、交付対象面積を集計する。



（令和７年４月現在）

所属団体名 　役 職 名  　氏　　名  　　備　　考     

大潟村 村長 髙 橋 浩 人 会　　長

大潟村農業協同組合 代表理事組合長 小 林 肇 副 会 長 

㈱大潟村ｶﾝﾄﾘｰｴﾚﾍﾞｰﾀｰ公社 代表取締役社長 小 玉 公 彦 副 会 長

大潟村議会 議長 丹 野 敏 彦                         

大潟村農業委員会 会長 大 島 和 夫 監　　事

大潟土地改良区 理事長 今 野 諭

大潟村認定農業者連絡協議会 会長 坂 口 秀 基 監　　事

大潟村認定農業者連絡協議会 副会長 日 諸 英 升

大潟村認定農業者連絡協議会 副会長 尾 崎 正 春

大潟村認定農業者連絡協議会 副会長 川 村 学

大潟村生産調整方針作成者会議 会　 長 小 野 厚 平

大潟村生産調整方針作成者会議 副会長 日 諸 英 升

㈱利活用　秋田 代表取締役 大 木 隆

㈱利活用　秋田 専務取締役 松 井 仁

東北農政局秋田県拠点 地方参事官 推 野 博 之

秋田県秋田地域振興局 農業振興普及課長 石 井 孝 直
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大潟村地域農業再生協議会委員


